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日
原
天
文
台
の
職
員
、椋む

く
の
き木
将ま

さ
ふ
み史
さ
ん
に
、

天
文
台
の
魅
力
や
仕
事
観
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

＊
こ
の
特
集
は
、
９
月
末
に
つ
わ
の
暮
ら
し

推
進
課
に
て
職
場
体
験
を
し
て
い
た
、
日
原

中
学
校
３
年
生
の
岸き

し
だ田

興こ
う
の
す
け

之
介
さ
ん
と
登と

よ
ね米

海か
い
と斗

さ
ん
が
取
材
を
し
、
記
事
を
書
き
ま
し

た
。

天
文
台
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

「
天
文
台
で
は
、
地
球
環
境
の
素
晴
ら
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
星
空
を
眺
め
な

が
ら
、
ぜ
ひ
自
分
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
体

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
」

入
館
者
数
は
、
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

「
１
年
で
最
も
入
館
者
数
が
多
い
の
は
、
８

月
で
す
。
特
に
、
お
盆
休
み
に
は
た
く
さ
ん

の
帰
省
客
が
訪
れ
ま
す
。
今
年
の
８
月
に

は
、
天
文
台
に
２
０
０
人
、
星
と
森
の
科
学

館
に
１
４
０
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
」

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

「
天
文
台
で
は
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
の

観
望
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
観
望
会
で
は
、
芝
生
に

寝
っ
転
が
っ
て
夜
空
を
観
察
し
ま
す
。
ま
た

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
津
和
野
高

校
の
合
唱
部
が
演
奏
し
て
く
れ
ま
す
。
他
に

も
、
私
た
ち
が
公
民
館
や
小
学
校
に
出
向
き

出
張
観
望
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
」

＊
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
22
ペ
ー
ジ
の
「
町
内
文
化
施
設
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
町
外
の
方
も
来
ら
れ

る
の
で
す
か
？

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
る
夜
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
約
６
０
人
が
来
て
く
れ
ま
す
。

町
外
か
ら
の
参
加
者
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
」

ペルセウス座流星群 観望会

　昭和５年にアメリカで発見された星「プルート」に、

「冥
めいおうせい

王星」という和名を付けた英文学者・天文民俗学者

の野
の じ り

尻抱
ほうえい

影氏が、著書『日本の星』を出版するきっかけ

となったのは、日原町（当時）の大
お お ば

庭良
よ し み

美さんでした。

　星のふる里にある日原天文台の魅力をお伝えします。

　

《天体観測ブーム》
　ハレー彗

すいせい

星が地球に接近しつつあった昭和60年、全国的な天体観
測ブームが巻き起こりました。天体望遠鏡市場が伸び、ハレー彗星を
一目見ようと南半球への観測ツアーには申し込みが殺到しました。こ
の年、全国初の公開天文台として日原天文台はオープンしました。
　なお、ハレー彗星は約75年の周期を持っており、次にハレー彗星
が地球に接近するのは、2061年といわれています。

《紫
し き ん ざ ん

金山・アトラス彗星 C/2023 A3》
　日本に住む70％の人が、天の川を見られない環境に暮らしているといわれている今日、人工的な光がほとん
どなく、空気が澄んでいる日原天文台は、本州屈指の星空が見られるといえます。
　令和５年に中国の紫金山天文台で発見された「紫金山・アトラス彗星」は、今年の秋に肉眼でも長い尾を観測
できる大彗星となりました。彗星の周期は約８万年であり、天文学者の中には、再び太陽系に戻ることはないと
予想する者もいたことから、大変注目されました。表紙の写真は、日原天文台で撮影された、紫金山・アトラス
彗星です。彗星と太陽の位置関係や天候に左右され、観測が難しい日が続いた中で撮れた１枚です。

《スマート天体望遠鏡》
　今年、日原天文台では、スマート天体望遠鏡「e

イ ク イ ノ ッ ク ス

Quinox2」を導入しました。通常、天体望遠鏡と聞くと接眼
レンズを覗き込む絵が浮かびますが、eQuinox2には接眼レンズはありません。スマートフォンやタブレットの
アプリと連動させ、手元で天体が楽しめる他、銀河や星雲の写真を撮影することもできます。
　天文台にお越しの際、あるいは出張観望会等のイベントにて、ぜひ美しい天体をご覧ください。

本州屈指の星空が見られる
　　　日原天文台

＊写真：日原天文台から見た天の川
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町内の小中学生に地元のおいしいお米を食べてもらおうと、「わくわくつわの協同組合」に加盟する 14
の農事組合法人から、今年採れた玄米 98袋（1袋あたり 30kg）を無償でいただきました。

10 月 21 日（月）、「おくがの村ライスセンター」にて、学校給食用米贈呈式が執り行われ、町や学校、
及び農業関係者等、およそ 60人が出席しました。
贈呈式では、わくわくつわの協同組合理事長の糸

いとが

賀盛
もり と

人さんから、農家の方々が苦労して育てたお米、１
袋には約 136 万３千粒のお米が入っていることを教えていただいた他、人が生きていくために最も必要な
「食」についてのお話をしていただきました。
また、町内の小中学生を代表し、青原小学校児童の感謝のメッセージを紹介したり、木部小学校全校児童
が元気いっぱいに歌を披露したりしました。

学校給食用のお米の無償提供は、平成 30年度より始まり、今年度で７年目となります。
なお、今回いただきましたお米は、11月より町内の小中学校の給食で提供されています。

《生産者の想い》
　これから巣立っていく子どもたちに、「農業の大切さを知っ
てほしい」、「ふるさとの味を覚えてほしい」、という想いか
らお米を贈っています。
　年々人口が減少している津和野町ですが、辛いときや苦しい
ときは、ふるさとの味を思い出して、この町に帰ってきてくれ
ると嬉しいです。
　私たちの活動が、子どもたちの成長や町の活性化の一助にな
ることを願っています。

職場体験の様子

仕事観について話す椋木さん

学校給食へおいしいお米を
いただきました！

「食」についてのお話しをする糸賀さん

イ
ベ
ン
ト
が
無
い
日
は
、
何
を
し
て

い
ま
す
か
？

「
お
客
様
に
『
天
文
台
』
や
天
文
台
に
隣
接

す
る
『
星
と
森
の
科
学
館
』
、
『
シ
ア
タ
ー

ル
ー
ム
』
を
案
内
し
ま
す
。
科
学
館
で
は
、

時
期
に
よ
っ
て
変
わ
る
手
作
り
の
ク
イ
ズ
を

用
意
し
て
お
り
、
お
客
様
が
楽
し
み
な
が

ら
、
星
や
地
球
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
歴
史
や
物
理
、
太

陽
系
に
ま
つ
わ
る
約
14
本
の
ビ
デ
オ
が
あ
り

ま
す
が
、
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て

上
映
す
る
ビ
デ
オ
を
選
ん
で
い
ま
す
。
」

な
ぜ
、
天
文
台
で
働
い
て
い
る
の
で
す

か
？

「
星
が
好
き
だ
っ
た
母
の
影
響
で
、
子
ど
も

の
頃
は
、
よ
く
日
原
天
文
台
に
遊
び
に
来
て

い
ま
し
た
。
日
原
天
文
台
で
星
を
見
る
こ
と

で
、
次
第
に
私
も
星
が
好
き
に
な
り
、
天
文

学
に
関
す
る
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
月
日
は
流
れ
、
役
場
に
就
職
し
て
６
年

が
経
過
し
た
頃
、
人
事
異
動
に
伴
い
日
原
天

文
台
の
職
員
と
な
り
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ

り
、
こ
う
し
て
子
ど
も
の
と
き
に
憧
れ
て

い
た
場
所
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

す
。
」

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
、

ど
ん
な
と
き
で
す
か
？

「
お
客
様
か
ら
『
自
分
が
住
ん
で
い
る
街
で

は
、
星
が
全
く
見
え
な
い
の
に
、
日
原
天
文

台
で
は
綺
麗
に
み
え
る
。
』
、
『
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
星
空
は
初
め
て
見
た
』
と
い
っ

た
、
素
直
な
感
想
を
聞
い
た
と
き
は
、
大
変

嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、
『
あ
り
が
と
う
』
と

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
際
は
、
こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
」

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

「
満
天
の
星
空
を
見
る
と
、
と
て
も
癒
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
日
原
天
文
台
で
本

州
屈
指
の
星
空
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
」

《感想》
・椋木さんは、天文台や星についての知識が豊富で驚きました。
   僕も将来は、椋木さんのように好きなことを仕事にしたいと思いました。（岸田）

・取材する際に、「どのような質問をすれば、相手が答え易いのだろか？」と考えました。
   仕事においては、特に相手の立場に立って考えることが大切なのだと学びました。（登米）

取材中、真剣に話を聞く岸田さん

短時間でカメラの使い方を覚えた登米さん太陽を見せてもらえることに！

天文台から日原中学校を望むことができ、
感動した様子の登米さん

天文台から見た景色

太陽を観察する岸田さん
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対話する力課題を
見抜く力

行動
する力・創造する力

【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　健康福祉課　☎72・0673 【本稿に関するお問い合わせ】　津和野町役場　教育委員会　☎72・1854

「大人になっても自ら学び続ける」ひと

令和３年に設立された「一般財団法人つわの学びみらい」が、
健康福祉課や教育委員会、現場の先生方とともに、これらの
活動に取り組んでいます。詳しくは、つわの学びみらいの
ホームページ・Facebook をご覧ください！

ＨＰ Facebook

　平成３０年に町が策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」に掲げられている、
津和野町の未来を担う人材像です。
　この地域総ぐるみによるひとづくりを持続的に体現し、「学び続ける・問い続ける・
変わり続ける町」であるために取り組んでいることを紹介します。

育てたい力

　10 月９日（水）に、津和野町商工会の協力のもと、町内
を中心とした企業と津和野高校２年生総合コースの約 26 名
との交流会を実施しました。地場産業への理解促進はもちろ
ん、働くことを通して地域や社会にどう貢献できるのか、自
分にどんな可能性があるのかを考えてもらうことを目的とし
ています。
　高校生からは「好きなことを仕事にしたり、自社に誇り
を持っている方ばかりだった。自分もそうなりたい」「どの
企業も『自分がどうしたいか』よりも『相手はどうだと嬉
しいか』を考えていると気づいた。進路を決める参考にし
たい」、企業の方からは「まじめな生徒が多く、県外出身の
生徒も石見地方の産業に興味を持ってくれた。地元企業の
魅力を発信し続けて、若者に地域に残ってもらえるよう頑
張りたい」との感想がありました。高校生が地域での働き
方や生き方に触れ、考えることを通してキャリアの選択肢
が広がり、地域活性の一助に繋がることも期待しています。

　10 月 10 日（木）、津和野中学３年生の総合的な学習の時間で、
地域の大人と１対１で対話する「ツワトーク」を実施しました。ツ
ワトークでは、これまでの人生で起きた出来事とその時の気持ちの
変化を表したシートを活用しながら、自身の気持ちや考えを言葉に
して伝え、自分がどうありたいかを、対話を通して考えました。
　中学生からは「素敵な大人と対話し、自分もそうなりたいと思っ
た」「将来について考えることができた」、大人からは「自分のこと
を考える良い機会になった」等の感想がありました。ツワトークの
前後に実施した中学生のアンケート結果からは、自己理解の深化や
進路意識の明確化に大きな変化が見られ、対話を通したコミュニケ
ーション能力の向上を含む社会で活躍するために必要不可欠な " 土
台となる力 " を育むことができました。今後も、子どもの成長が大
人の学びも刺激することで成長が循環する " まち全体が学びの場 "
の体現に向けて取り組んでいきます。

キャリアを考える！町内企業など８社と高校生が交流

中学生と大人が対話を通して学び合う！

２歳児クラスのサンドウィッチづくりー日原保育園ー

芋掘りー直地保育園ー

まちづくり×企業×高校生

保育園

教育魅力化×中学校

　５月の終わり頃、５歳児クラスのお友達が夏野菜の種植えをしている姿を見て、「自分たちも
やってみたい」と、きゅうりの栽培を始めました。毎日観察をしながら水やりをしてお世話をし
た結果、無事にきゅうりができて大喜び。子どもたちから「サンドウィッチが作りたい」という
声が上がったので、サンドウィッチの絵本を参考に何の具材を入れるか話し合いをしました。具
材が決まったところで、まごころ市場へ買い物に行き、調理をして、オリジナルのサンドウィッ
チができました。きゅうりの栽培を通して、食べることの喜びを感じ、野菜への興味関心も広が
ったように思います。
　次はピザも作りたいと張り切っている子どもたち。子どもたちから発信される「やってみたい」
を形にして、体験できるようにすることが子どもたちへの学びにつながっているのだと改めて感
じた出来事でした。

　今年の春ごろ、お散歩へ出掛けた時に地域の方から「芋掘りを手伝いに来ないかね？」と声を
かけていただきました。直地保育園の畑でも何度かさつま芋の苗を植えているのですが、収穫が
たくさんある年と量が少ない年とあり、また猿との戦いもあるため今年はどうしようかと悩んで
いた矢先でした。
　秋になり「これぐらい大きくなったよ」と地域の方が見せに来てくださったので、早速出掛け
ました。当日はいい天気にも恵まれ、子どもたちは芋が土から出てくるたびに大喜びでした。掘
り起こすと嬉しそうに両手で持って運び、頂いたお芋で早速焼き芋をして食べました。とても貴
重な体験をさせていただきました。今後もお芋を使ってクッキングを楽しみたいと思っています。

【一般財団法人つわの学びみらい】　所在地：津和野町後田ハ12-3　☎72・1506　　info@tsuwano-mm.org

真剣に話を聞く高校生の姿が印象的でした

中学生も大人の方も、
とても素敵な表情で話していました
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令和５年度会計決算についてお知らせします

地方交付税（42.4％）地方交付税（42.4％）
47 億 3 千万円47 億 3 千万円

国庫支出金（11.9％）
13 億 3 千万円

町債（22.6％）
25 億 3 千万円

町税（6.0％）
６億円 6 千万円

県支出金（5.5％）
6 億 1千万円

その他（11.6％）
12 億 9 千万円

歳出

歳入

灰文字：目的別
黒文字：性質別

111億 5 千万円
歳入

110 億 7 千万円
歳出 補助費等（18.0％）

19 億 9 千万円

普通建設事業費（25.8％）
28 億 5 千万円

人件費（12.9％）
14 億 4 千万円

公債費（13.1％）
14 億 5 千万円

繰出金（6.6％）
７億 3 千万円

その他（2.3％）その他（2.3％）
2 億 5 千万円2 億 5 千万円

扶助費（6.4％）
7 億 1千万円

積立金（1.8％）
2 億円

物件費（13.1％）
14 億 5 千万円

その他（2.3％）その他（2.3％）
2億5千万円2億5千万円消防費（5.6％）消防費（5.6％）

6億1千万円6億1千万円

公債費公債費（13.1％）
14億5千万円

土木費（10.6％）土木費（10.6％）
11億7千万円11億7千万円

民生費（14.1％）民生費（14.1％）
15億7千万円15億7千万円

教育費（18.0％）教育費（18.0％）
19億9千万円19億9千万円

衛生費（7.4％）
8億2千万円

総務費（21.0％）
23億3千万円

農林水産業費（4.5％）
5億円

商工費（3.4％）
3億8千万円
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令和 5 年度会計決算についてお知らせします令和 5 年度会計決算についてお知らせします
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広報つわの 2024 年 11 月 21 日発行

総務財政課☎ 74-0028
令和６年度津和野町表彰式を開催しました

　

柳
や
な
ぎ

自
治
会

　
（
会
長　

竹た
け
う
ち内 

保や
す
あ
き章
さ
ん
）

長
年
に
わ
た
り
国
史
跡
山
陰
道

徳
城
往
還
の
草
刈
り
な
ど
津

和
野
町
の
文
化
財
を
守
る
環

境
整
備
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

小お
た
だ直
自
治
会

　
（
会
長　

村む
ら
か
み上 

栄え
い
じ二
さ
ん
）

長
年
に
わ
た
り
瀧
元
地
区
の

環
境
整
備
に
尽
力
さ
れ
、
小

直
の
雄
瀧
・
雌
瀧
の
石
畳
の

整
備
を
行
う
な
ど
津
和
野
町

の
文
化
財
の
保
護
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

手
しゅわ
話で話

はな
そう！

日
にちじょうかいわ

常会話で使
つか

う手
し ゅ わ

話を紹
しょうかい

介します

右
み ぎ て

手を胸
む ね

に当
あ

て、
そのまま撫

な

で下
お

ろす。

分
わ

かる、分
わ

かっている
知
し

る、知
し

っている
今
こんげつ

月の手
し ゅ わ

話

☎   0856・72・0673
FAX0856・72・1650健

け ん こ う ふ く し か
康福祉課

11
月
３
日
（
日
・
祝
）、
津

和
野
町
表
彰
式
が
日
原
小
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
、
津
和
野
町

表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
各
種
分

野
に
お
い
て
町
の
振
興
発
展
に

ご
貢
献
い
た
だ
い
た
４
名
の
方

と
３
団
体
へ
、
下
森
町
長
か
ら

感
謝
の
意
を
こ
め
て
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰

　
〈
個
人
〉

　

大お
お
ば庭 

耕こ
う
す
け助
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
池
河
句
会
の

代
表
と
し
て
句
会
の
活
動
や

会
員
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
の
文
化
活
動
の
発
展
と

継
続
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

児こ
だ
ま玉 

幸さ
ち
こ子
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
様
々
な
世
代

の
人
々
へ
書
道
を
通
じ
た
文

化
教
育
を
行
い
、
次
世
代
を

担
う
人
材
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

大お
お
ば庭 

照て
る
お夫
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
日
原
町
助
役

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
の

各
種
団
体
の
代
表
と
し
て
地

域
社
会
の
維
持
及
び
形
成
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

集合写真

受賞者（大庭 耕助さん）による謝辞の様子 　

齋さ
い
と
う藤 

仁ひ
と
し士
さ
ん

　

長
年
に
わ
た
り
直
地
児
童
館

建
設
推
進
委
員
会
や
千
倉
沼

を
守
る
会
を
設
立
し
、
会
長

を
務
め
る
な
ど
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、
直
地
地
域
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
〈
団
体
〉

　

日
原
郷
土
史
研
究
会

　
（
代
表　

大お
お
ば庭 

堅け
ん
す
け資
さ
ん
）

長
年
に
わ
た
り
日
原
歴
史
民

俗
資
料
館
の
管
理
運
営
や
社

会
学
習
指
導
の
実
施
な
ど
津

和
野
町
の
文
化
財
の
保
護
及

び
継
承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
保
育
所
等
の
新

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
施
設

・  

津
和
野
幼
花
園

・  

日
原
保
育
園

・  

青
原
保
育
園

・  

木
部
さ
と
や
ま
保
育
園

・  

直
地
保
育
園

・
山
の
こ
ど
も
園
う
し
の  

し
っ
ぽ

・  

畑
迫
保
育
園

提
出
書
類

次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
書
類
は
健
康
福
祉
課
お
よ

び
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ
り
ま

す
。

①
支
給
認
定
申
請
書
・
保
育
園

等
入
園
申
込
書

②
就
労
証
明
書
も
し
く
は
保
育

の
利
用
に
関
す
る
証
明
書

（
就
労
以
外
）

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く

は
地
区
担
当
民
生
委
員
に

よ
る
証
明
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
別
途
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
保
育
料
軽
減
申
請
書
（
３
歳

未
満
児
の
み
）

健康福祉課☎ 72-0673
令和７年度保育所等の新入園児を募集します

令和７年度放課後児童クラブ入会の申込について
健康福祉課☎ 72-0673

令
和
７
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
入
会
申
込
み
（
現
在
利

用
中
の
児
童
を
含
む
）
に
つ
い

て
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
施
設

・
つ
わ
の
っ
こ
ク
ラ
ブ

・
畑
迫
あ
じ
さ
い
児
童
ク
ラ
ブ

・
き
べ
っ
こ
ク
ラ
ブ

・
日
原
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

・
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ

提
出
書
類

入
会
を
ご
希
望
の
方
は
、
期

限
内
に
申
込
書
類
を
健
康
福
祉

課
ま
た
は
本
庁
舎
総
合
窓
口

（
継
続
の
方
は
利
用
さ
れ
て
い

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
会
申
込
書

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
就
労
以

外
証
明
書

※
保
護
者
等
の
状
況
に
よ
り
、

勤
務
先
の
事
業
主
も
し
く
は

地
区
担
当
民
生
児
童
委
員
に

よ
る
証
明
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
現
在
、
町
内
の
小
学
校
に
在

学
中
の
児
童
に
つ
い
て
は
提

出
書
類
を
各
小
学
校
か
ら
配

布
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て
は
健

康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総

合
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

　

令
和
６
年
12
月
２
日
（
月
）

～
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

入
会
基
準

　

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・  

就
労

・  

妊
娠
・
出
産

・  

疾
病
・
障
が
い

・  

介
護
・
看
護

・  

災
害
復
旧

・  

求
職
活
動

・  

就
学

・  

育
児
休
業

・  

そ
の
他
（
※
右
記
に
類
す
る

も
の
と
し
て
町
が
認
め
る
事

由
に
該
当
す
る
場
合
）

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所

時
間
は
午
後
6
時
30
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

迎
え
に
つ
き
ま
し
て
は
時
間

厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

令
和
６
年
12
月
２
日
（
月
）

～
令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

※
な
お
、
希
望
さ
れ
た
園
に
お

い
て
定
員
を
超
え
た
場
合
等

は
、
保
育
の
必
要
性
の
程
度

を
考
慮
し
て
利
用
調
整
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
園
基
準

　

保
護
者
等
が
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
該
当
す
る
場
合

・  

就
労

・  

妊
娠
・
出
産

・  

疾
病
・
障
が
い

・  

介
護
・
看
護

・  

災
害
復
旧

・  

求
職
活
動
（
※
90
日
以
内
を

限
度
）

・  

就
学

・  

育
児
休
業

・  

社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

・  

そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合

※
3
歳
以
上
児
で
入
園
基
準
に

該
当
し
な
い
が
、
入
園
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
別
途
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
入
園
継
続
の
園
児
に
つ
い
て

は
、
各
園
よ
り
案
内
が
あ
り

ま
す
。
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各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

■行政相談
総務財政課 ････････☎ 74-0028
■交通事故相談　島根県交通

事故相談所 ☎ 0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎ 74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談

健康福祉課 ････････☎ 72-0657
　　　　　 ････････☎ 72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,

無料法律相談
社会福祉協議会
津和野支所 ････････☎ 72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所 ☎ 74-1617
■パソコン教室 , フラダンス
日原中央公民館 ････☎ 74-0302
■水彩画教室
津和野町民センター ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室 , 元気

アップ教室 , フォロー教室
地域包括支援センター☎ 72-0683
■断酒会　断酒会鹿足支部
 ☎ 090-9061-8012
■囲碁クラブ
滝元枕瀬公民館 ････☎ 74-0680
■津和野夜神楽
津和野町観光協会 ･･☎ 72-1771

※１ 地域運動推進員サロン活
動・研修会

※２ ひまわりクラブ
※３ 家庭のあり方を見つめなお

し、家族でふれあう時間を作
るために設けられた日

主な行事のお問合せ先

町税等の支払いは口座振町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです替が便利でおススメです

町 県 民 税 … 第 ４ 期町 県 民 税 … 第 ４ 期
国民健康保険税…第９期国民健康保険税…第９期
後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料
・・・・・・・・・・・・・・第 ９ 期第 ９ 期
介護保険料介護保険料・・・・第 ９ 期第 ９ 期

金 -Friday-木 -Thursday-水 -Wednesday- 土 -Saturday-

納期限１月６日

火 -Tuesday-月 -Monday-日 -Sunday-

日原中央公民館中央
町セ 津和野町民センター
福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ日原公民館日公 津和野温泉なごみの里
シルクウェイにちはら

なごみ
シルク

1212

◎ひきこもり相談会
（障害者福祉センターはなみずき

/13:30~）
◎小川はつらつクラブ※１

　（小川公民館 /14:00~15:30）

24

17

109

16

23

313029

22

15

8

3321

◎健診結果報告会
（役場本庁舎 /9:00~）
（まちせ /13:00~）

◎名賀のぞみクラブ※１

　（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館 /13:30~15:00)

◎つわのオレンジカフェほっと
（畑迫ほたるの宿/10:00~12:00）

◎しまね家庭の日※ 3

◎乳・子宮頸がん検診
（役場本庁舎 /9:00~14:15）

◎第 182 回輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00~11:00）

◎畑迫 HBG 体操クラブ※１

　（畑迫公民館 /10:00~11:30）

◎石見神楽公演（むつみ神楽保存会）
（なごみ /11:00~12:00）

◎青原百歳体操※１

　（青原公民館 /10:00~11:00)
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎音読会
　（津和野図書館 /14:00~15:00）

◎ぴょんぴょん教室
　（ぶどうの木（幼花園）/9:30~11:00）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎つわのオレンジカフェほっと
（社協津和野 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館 /13:30~15:00)
◎音読会
　（津和野図書館 /14:00~15:00）

28272625

21201918
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4
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◎日原図書館・津和野図書館
　休館日

◎ゆず湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎ワーク WORK 相談
（障害者福祉センターはなみずき

/13:30~）
◎手話生活相談
　（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎明るい生活相談・行政相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
　（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）
◎無料法律相談
　（やまび /13:30~16:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎リハビリ来い、鯉クラブ※１

　（まちせ /10:00~11:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
　（まちせ /10:00~11:30）

◎にこにこ会※１

　（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎すみれ会※１

　（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かけ橋の会
（まちせ /14:00~16:00）

◎水彩画教室
　（まちせ /19:00~）
◎断酒会
（プラサ枕瀬 /19:00~21:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎つわのオレンジカフェほっと
（やまび /13:30~15:15）

◎幼児健診
（プラサ枕瀬 / 午後）

　　　◎乳・子宮頸がん検診
　　　   （まちせ /9:00~14:15）
◎育児・栄養相談
　（日原子育て支援センター /10:00~11:30）
◎ゆず湯（なごみ /10:00~21:00）
◎しまね西部若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
　出張相談会（やまび /11:00~12:00）
（まちせ /13:30~15:00）

◎手話生活相談
　（役場本庁舎 /13:30~16:00）
◎遺言・相続・後見相談
　（ふくせ /13:30~16:00）
◎断酒会（まちせ /19:00~21:00）

◎月いちボランティア
（なごみの里駐車場/8:00~9:00）

◎明るい生活相談・人権相談
（やまび /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎囲碁クラブ
　（プラサ枕瀬 /13:00~17:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎津和野地区ゴムバンド教室
　（まちせ /10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎さくら会※１

　（須川公民館 /10:00~11:30）
◎ひのきの湯
（なごみ /10:00~21:00）

◎きらぼしサポートルーム
（障害者福祉センターはなみずき

/ 午後）
◎水彩画教室
　（まちせ /19:00~）

◎元気会※１

（やまび /10:00~11:30）
◎心配ごと相談・行政相談・
　人権相談
　（ふくせ /10:00~12:00）
◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎史談会
　（まちせ /13:30~）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎育児・栄養相談
　（ぶどうの木（幼花園）/10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（プラサ枕瀬 /13:30~14:30）

◎なかよし体操中座※１

　（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎いきいき百歳体操※ 2

（まちせ /13:00~）
◎青原百歳体操※１

　（青原公民館 /13:30~15:00)

◇12/28～1/5
・津和野町役場

◇12/29～31
・森鷗外記念館
・安野光雅美術館
・桑原史成写真美術館

◇12/30～1/4
・津和野図書館
・日原図書館

年末年始のお休み
◇12/30～1/4
・郷土館
・養老館
・旧堀氏庭園
・旧畑迫病院

◇12/31～1/1
・日原天文台
・星と森の科学館

◇1/1～3
・日本遺産センター

なごみ

なごみ
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なごみ

なごみ
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なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

やま

町セ

町セ

福セ

日公

町セ
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町セ町セ

町セ

町セ


